
設
備
投
資
に
係
る
新
た
な
固
定
資
産
税

特
例
措
置
を
創
設
し
ま
す

戦
争
犠
牲
者
に
黙
と
う
を

原
爆
と
人
間
展
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「
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

き
、
地
元
企
業
の
活
性
化
、
持
続
的
発
展

を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
中
小
企

業
の
設
備
投
資
を
後
押
し
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
　

　
経
済
課
　

84
0
6
3
8

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
太

平
洋
戦
争
が
終
わ
り
、
今
年
は
73
年
を
迎

え
ま
す
。
半
田
空
襲
、
広
島
・
長
崎
の
原

爆
死
没
者
及
び
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
と
核
廃
絶
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
祈
念
し
、
次
の
日
時
に
市
内
一
斉

に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
1
分
間
の
黙
と
う

を
行
い
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
日
時

◇
7
月
24
日
㈫

　
10
時
38
分
（
半
田
空
襲
の
日
）

市 政 ニ ュ ー ス

◇
8
月
6
日
㈪

　
8
時
15
分
（
広
島
原
爆
の
日
）

◇
8
月
9
日
㈭

　
11
時
2
分
（
長
崎
原
爆
の
日
）

◇
8
月
15
日
㈬

　
12
時
（
終
戦
記
念
日
）

問
合
わ
せ

　
総
務
課
　

84
0
6
1
3

市
で
は
、
非
核
世
界
の
実
現
と
恒
久
平

和
を
願
い
、
毎
年
、
原
爆
と
人
間
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
き
、

会
場
へ
お
越
し
の
際
は
感
想
ノ
ー
ト
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
稿
、
平
和
を
祈
念
す
る

折
鶴
の
製
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
広
島

平
和
研
修
に
参
加
す
る
中
学
生
に
託
し
、

み
な
さ
ん
の
想
い
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

期
間
・
場
所

◇
市
役
所

　
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
1
階
）

　
7
月
23
日
㈪
〜
8
月
31
日
㈮

◇
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物
内

　
7
月
23
日
㈪
〜
7
月
31
日
㈫

◇
博
物
館

　
8
月
1
日
㈬
〜
8
月
31
日
㈮

問
合
わ
せ
　

　
総
務
課
　

84
0
6
1
3

地震から命を守る対策をしましょう
　６月１８日に大阪府を震源とする地震が発生し、多数の被害が発生しました。この地域でも、
地震がいつ発生してもおかしくありません。被害を最小限にするためには、事前に対策をす
ることが大切です。
　市では、地震対策に係る補助等を実施していますのでご活用ください。

　家具の転倒防止は地震から命を守るための効
果的な手段です。
　市では、以下の対象世帯に家具転倒防止器具
を無料で取り付けています。
対象世帯
　①６５歳以上の高齢者のみの世帯
　②心身障がい者のいる世帯
　③母子家庭などの世帯
※１世帯につき、家具４つまで取り付けします。た
だし、電化製品、仏壇など取り付けができない
ものがあります。
申込み・問合わせ　防災交通課　８４-０６２６

　市では、以下の対象ブロック塀等の撤去費補助
金を交付しています。
対象
①高さ１メートルを超えるブロック塀等で危険で
あると判断されたもの
②境界沿に面しているもの

補助金額
最大１０万円の補助
下記のいずれか少ない額
・ブロック塀等の延長（m）×5千円
・ブロック塀等の撤去費の半分

申込み・問合わせ　建築課　８４-０６７１

家具転倒防止器具の無料取付けのご案内 ブロック塀等撤去費補助金のご案内


